
平成２９年度 社会福祉法人丹穂会 事業報告 

Ⅰ 役員会関係 

 平成２９年度は、社会福祉法人の制度改革があり、新定款に基づいて理事会、評議員会

が独立した機関として十分に機能を果たした。開催状況は、下表のとおり。 

＜開催状況＞ 

1 理事会開催状況                    理事定数 6人：監事 2人 

開 催 日      主な審議内容 出席状況 

29年 5月 31日 ・平成 2８度事業報告・平成 28年度決算報告 

（監査報告）・平成 29年度一次補補正予算・施設

長の選任・役員報酬規程の制定等 

                  等 

理事 6人・監事 2人 

29年 6月 23日  ・理事長の互選・業務執行理事の選任 理事 6人・監事 2人 

29年 11月 10日 ・平成 29 年度第二次補正予算・役員等に関する

旅費規程の一部改正・経理規程の一部改正・評議

員会の招集について・職員就業規則の一部改正     

                    等 

理事 6人・監事:2人 

30年 3月 23日 ・平成 29年度第三次補正予算・平成 30年度事業

計画ついて・就業規則の一部改正・嘱託職員就業

規則の制定について           等 

理事 6人・監事 2人 

 

 

２ 評議員開催状況 評議員定数 7人 

 開 催 日     主な審議内容   出席状況 

29年 6月 22日 

（定時評議員会） 

・平成 28年度事業報告・平成 28年度決算報告（監

査報告）・平成 29 年度第一次補正予算・理事、監

事の選任・経理規程の一部改正・社会福祉充実計画

について・役員報酬規程の制定      等 

評議員 6人・監事 2人 

29年 11月 21日 ・役員等に関する旅費規則の一部改正・平成 29年

度第二次補正予算・経理規程の一部改正・就業規則

の一部改正               等 

評議員 5人 

 

 

Ⅱ 職員就業規則等の改正 

 法人の規則のなかでも職員の処遇に関して重要な職員就業規則、非常勤職員就業規則、

給与規程について全面見直しを行うべく、社会保険労務士と協議を重ねた結果、職員就業

規則、非常勤職員就業規則、給与規程及び育児・介護休業等に関する規則の一部改正を行



った。更に、嘱託職員についても、新たに嘱託職員就業規則を設けた。 

 

Ⅲ 事業実績 

1 第 1種社会福祉事業 

（1）障害者支援施設「緑ヶ丘学園」（定員 50人 入所） 

  年間延べ利用者数 17,814人 1日平均 ４８.９人（前年 49.1人） 

（2）特別養護老人ホーム「福寿荘」（定員 50人 入所） 

  年間延べ利用者数 17,789人 1日平均 48.7人（前年 48.9人） 

2 第 2種社会福祉事業 

（1）緑ヶ丘学園短期入所事業 （定員 5人） 

  年間延べ利用者数 921人 1日平均 2.5人（前年 3.7人） 

（2）特定相談支援事業（特定相談支援事業所みどり） 

  サービス利用計画作成件数 15件（前年 16件） 

（3）老人短期入所事業（福寿荘） （定員 20人） 

  年間延べ利用者数 2,011人 1日平均 5.5人（昨年 5.5人） 

（４）老人デイサービス事業（福寿荘）（定員 25人）    

年間延べ利用者数   4,232人 1日平均 16.4人（前年 15.5人） 

 

3 公益事業 

 （1）緑ヶ丘学園デイサービス事業 

   1日平均利用者数 3.8人 

   年間延べ利用者数 841人  

 （２）緑ヶ丘学園日帰り短期入所事業 

   1日平均利用者数 2.1人 

   年間延べ利用者数 771人 

 （3）「福寿荘」居宅介護支援事業 

   居宅介護支援（ケアプラン作成等）年間延べ利用者数 1,183件（前年 1,015件） 

    1人当たり作成件数 28.1件（前年 28.2件） 

 

Ⅳ 施設整備関係 

 1 福寿荘デイサービス浴槽改修工事 

   改修工事費 19,376,280円 

   工事期間  平成 29年 7月 6日～平成 29年 11月 30日 

 ２ 福寿荘屋上防水改修工事 

   改修工事費 10,476,000円 

   工事期間  平成 29年 6月 20日～平成 29年 8月 31日 



  

 

3 施設整備資金借入金償還（独立行政法人 福祉医療機構からの借入） 

  緑ヶ丘学園移転改築時の借入金  

  借入金額 204,700,000円 借入れ年月日 2006（平成 18）年 9月 10日 

  平成 29年度償還額 

元金 10,230,000円（22,23回分） 

  利息 1,304,325円 

  計  11,534,325円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

事業報告の附属明細書 

 

 

 

 

 

 

  事業報告の内容を補足する重要な事項はない。 

     

  

 

 

 

 


